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「
紙
の
方
が
メ
モ
を
取
り
や

す
い
」
「
紙
資
料
は
見
比
べ

や
す
い
」
「
対
面
で
話
す
と

き
、
紙
資
料
の
方
が
説
明
し

や
す
い
」
と
い
う
意
見
も
根

強
い
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア

ナ
ロ
グ
の
最
適
な
組
み
合
わ

せ
を
め
ざ
し
て
、
手
探
り
の

運
用
を
続
け
て
い
る
。

今
後
も
、
「
地
域
農
業
の

発
展
の
た
め
の
業
務
改
善
」

を
目
的
に
、
創
意
工
夫
で
農

業
者
へ
の
「
新
た
な
価
値
」

の
提
供
を
め
ざ
す
。

（
舞
鶴
市
農
業
委
員
会
）

ト
端
末
を
貸
与
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
フ
ァ
イ
ル
交
換
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
会
議
の
開
催
通

知
や
資
料
送
付
を
実
施
。
総

会
資
料
の
完
全
な
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
実
現
し
、
印
刷
の

手
間
と
経
費
を
大
幅
に
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
農
地
利
用
状
況
調

査
の
現
場
で
も
、
農
地
情
報

の
確
認
や
位
置
情
報
の
取
得

が
で
き
る
地
図
ア
プ
リ
の
活

用
に
よ
り
、
効
率
的
に
調
査

を
進
め
て
い
る
。

一
方
で
、
委
員
の
中
に
は

務
の
効
率
化

と
事
務
負
担

の
軽
減
を
進

め
て
い
る
。

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年

度
か
ら
全
委
員
に
タ
ブ
レ
ッ

舞
鶴
市
農
業
委
員
会
で

は
、
組
織
的
な
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
の
導
入
に
よ
り
、
業

発
生
リ
ス
ク
な

ど
の
予
測
を
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

で
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、
茶
の
摘
採
や
、

ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

防
除
、
霜
害
回
避
の
た
め
の

棚
被
覆
な
ど
、
作
業
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
ア
ラ
ー
ト
メ
ー
ル

で
受
信
で
き
る
。
茶
農
家

は
、
広
範
囲
に
点
在
す
る
茶

園
の
見
回
り
が
楽
に
な
り
、

緻
密
な
茶
園
管
理
が
手
軽
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

現
在
、
他
の
害
虫
発
生
予

測
機
能
の
追
加
を
検
討
中

で
、
茶
園
管
理
に
役
立
つ
機

能
が
充
実
す
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

茶
業
研
究
所
で
は
、
生
産

現
場
の
効
率
化
や
省
力
化
に

つ
な
が
る
「
茶
生
育
等
予
測

マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を

開
発
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
農

研
機
構
の
50
㍍
メ
ッ
シ
ュ
気

温
推
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
、
気
象
庁
の
ア
メ
ダ
ス
デ

ー
タ
を
使
っ
て
茶
園
ご
と
の

気
温
を
推
定
。
新
芽
の
生

育
、
害
虫
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
の
防
除
適
期
、
霜
害

い
ま
す
。

廃
業
す
る
農
家
の
農
地
を

引
き
受
け
る
と
と
も
に
、
地

区
内
の
遊
休
農
地
を
解
消
す

る
た
め
重
機
で
樹
木
を
撤
去

す
る
な
ど
、
苦
労
し
て
水
田

の
再
生
利
用
を
推
進
し
、
現

在
は
約
20
㌶
を
耕
作
。
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
減
農
薬
農

法
に
よ
る
「
倉
垣
し
あ
わ
せ

米
」
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。中

小
企
業
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
て
経
営
の
勉
強
を
重
ね

な
が
ら
、
農
閑
期
に
は
農
業

体
験
を
受
け
入
れ
、
年
末
に

は
「
杵き

ね

つ
き
餅
」
の
出
張
実

演
販
売
を
行
う
な
ど
、
収
入

を
確
保
す
る
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
農

業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
地
元
の
こ
ど
も
園

や
小
学
校
で
田
植
え
・
稲
刈

り
・
籾
摺す

り
の
体
験
を
行
う

な
ど
、
「
地
域
に
愛
さ
れ
、

地
域
の
役
に
立
つ
法
人
」
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
京
丹
後
市
農
業
委
員
会

・
青
木
美
恵
委
員
）

は
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

を
通
じ
て
「
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

京
丹
後
市
大
宮
町
の
奥
大

野
村
で
２
０
０
２
年
に
設
立

さ
れ
た
農
楽
農
く
ら
が
き

ん
」
の
代
表
に
就
任
し
、
農
業
者

間
の
情
報
交
換
・
交
流
会
や
勉
強

会
の
ほ
か
、
南
丹
市
や
京
都
府
立

農
芸
高
校
な
ど
と
協
力
し
て
、
保

育
園
児
の
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
『
京
都
丹
波
も
ん
』
の
活
動

を
通
し
て
、
南
丹
市
の
農
産
物
ブ

ラ
ン
ド
化
や
食
農
教
育
を
推
進
し

て
い
き
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
抱

負
を
語
っ
た
。

（
南
丹
市
農
業
委
員
会
・
中
井

順
市
委
員
）

南
丹
市
美
山
町
で
年
間
１
万
羽

の
肉
用
鶏
を
生
産
す
る
篠
山
直
也

さ
ん
（
42
）
。
京
都
府
が
開
発
し

た
「
京
地
ど
り
」
の
生
産
・
加
工

・
販
売
を
中
心
に
取
り
組
み
、

「
匠
京
地
ど
り
」
「
京
美
白
ど

り
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

岡
山
県
の
農
業
大
学
校
を
卒
業

後
、
美
山
町
の
養
鶏
農
家
で
研
修

し
23
歳
で
独
立
子
ど
も
の
頃
は

体
が
丈
夫
で
な
か
っ
た
が
、
田
舎

暮
ら
し
で
健
康
に
な
っ
た
経
験
か

ら
、
医
食
同
源

の
理
念
を
大
切

に
し
て
、
完
全

自
家
配
合
で
生

産
す
る
。
食
の

安
心
に
徹
底
し

て
こ
だ
わ
り
、

「
自
分
自
身
が

食
べ
て
も
大
丈

夫
な
エ
サ
を
与

え
て
い
る
」
と

胸
を
張
る
。

南
丹
市
農
業

委
員
会
が
開
い

た
若
手
農
業
者

交
流
会
を
契
機

に
発
足
し
た
活

動
グ
ル
ー
プ

「
京
都
丹
波
も

南丹市
京都丹波もん代表

篠山直也さん 農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

亀
岡
市
農
業
委
員
会
は
、

昨
年
７
～
８
月
、
委
員
が
市

内
18
地
区
を
分
担
し
て
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調

査
）
を
行
っ
た
。

現
地
確
認
で
は
、
傾
斜
地

や
狭
い
農
道
が
多
い
中
山
間

地
域
で
も
、
水
路
管
理
が
大

変
な
農
地
ま
で
大
切
に
守
ら

れ
、
地
域
の
景
観
と
農
業
生

産
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

一
方
で
、
雑
草
の
繁
茂
な

ど
で
「
指
導
が
必
要
な
農

地
」
も
市
全
体
で
１
０
６
筆

（
約
８
㌶
）
見
つ
か
っ
た
た

め
、
農
業
委
員
会
か
ら
計
62

人
に
意
向
確
認
書
や
草
刈
指

導
等
の
通
知
文
書
を
発
出
。

そ
の
後
、
草
刈
り
と
保
全
管

理
が
行
わ
れ
た
り
、
所
有
者

か
ら
相
談
を
受
け
て
事
務
局

と
連
携
し
て
対
応
す
る
な

ど
、
地
域
の
農
地
を
守
る
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

大
切
な
農
地
を
次
の
世
代

に
つ
な
ぐ
た
め
、
農
業
委
員

と
し
て
、
今
後
も
農
地
の
巡

回
と
情
報
収
集
に
努
め
、
所

有
者
へ
農
地
の
適
正
管
理
の

助
言
を
行
う
な
ど
、
健
全
な

農
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

（
亀
岡
市
農
業
委
員
会
・

神
﨑
弥
会
長
）

茶
業
研
究
所

完全自家配合にこだわり「京地どり」を生産する篠山さん

楽
し
く｢
環
境
に
や
さ
し
い
農
業｣

を
推
進

地元のこども園による稲刈り体験

京
丹
後
市

楽
農
く
ら
が
き

集落営農の法人化を学ぶ
府農業会議が農業法人設立講座

京都府農業会議は昨年12月15日、「農業法

人設立講座（集落営農編)｣を亀岡市内で開催

し、府内で法人化を検討している14地区の農

業者と関係機関の職員など47人が参加した。

講義では、兵庫県丹波篠山市農都創造政策

官の森本秀樹さんが「集落型法人設立のポイ

ント」について解説。法人化する前に、集落

の農地を守る方策を考え、将来に向けた合意

形成を図ることの重要性を強調した。

その後、参加者が各地域の取り組み状況を

報告し、各地区の課題について意見交換。

「組織として何に取り組むかを明確にして、

地域全体で法人化を進めたい」などと話し合

った。

熱
心
に
討
論
す
る
参
加
者

地
域
の
農
地
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

亀

岡

市

農
業
委
員
会

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

農地パトロールを行う神﨑会長（右）と大石推進委員

現場でスマホやタブレットにより

｢茶生育等予測マッピングシステム｣

の情報を確認

農
地
利
用
状
況
調
査
で
は
、
地
図
ア
プ
リ
で
場
所
を
確
認
し
、

紙
に
メ
モ
す
る
方
法
で
い
い
と
こ
取
り
！

茶
の｢
生
育
等
予
測

マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム｣

を
開
発

舞
鶴
市
農
業
委
員
会

ＩＴ(情報技術)の力で
業務の効率化を推進
ＩＴ(情報技術)の力で
業務の効率化を推進

京都 ８年(令和8年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


